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課題名

試験研

究年次

４５機械摘み玉露の製造法

機械摘み玉露原葉の理化学的な特性解明

６２～１年（完了）

Ｉ目的

分類 ②

摘採労力の大幅な省力となる機械摘み玉露原葉が，手摘み原葉と異なる点を理化学的に解明し，

機械摘み玉露の品質保持を中心とした製造法確立のための基礎資料とする。

Ⅱ試験方法

１機械摘み，手摘みの原葉を摘期に摘採し，それぞれの４葉芽での部位別の含水率と化学成分

を調査した。

２被覆後１０日目から，３日おきに全新芽の理化学的変化について経時的に調査を行った。

皿主要成果の概要

O

１機械摘み原葉の含水率は，葉では下位葉になるほど高くなり，茎では下部より上部が高く，

手摘み原葉に比べて茎の上・下部間の水分差が大きく，茎の硬化がみられた。

２原葉の化学成分は，両原葉とも葉では可溶分・アミノ酸が下位葉になるほど増加し，水溶性

窒素・全窒素・カフェインは逆に下位葉になるほど減少する傾向を示した。しかし，機械摘み

原葉は，手摘み原葉に比べて下位葉での全窒素・水溶性窒素・カフェインの減少が大きく，ア

ミノ酸含量が全休的に少なかった。

３機械摘み原葉の新芽の生育は，出開度，百芽重，茎長及び葉数は経時的に増加するが，１９

日目以降，新芽の生育は鈍化した。また，生葉水分は，葉では経時的にわずかに増加するが，

茎では逆に減少する傾向であった。化学成分の全窒素・タンニンは経時的に減少し，水溶性窒

素も１３日目頃から減少する傾向であった。

以上の結果から．良質な機械摘み玉露を生産するためには，化学成分の減少が少なく，新芽の生

長が停滞して，硬化現象が激しくなる前に摘採した方が良い。

－１１０－



－１１１－

Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表４葉芽の部位別含水率（単位：ＤＢ％）

注）①対照の手摘みは，1986年（７点）1987年（２点）におけるやぶきた園での調査の平均
である。

それ以下は茎下部である。
である。
心から３葉真上までを茎上部，雛職業鱗講需

第２表４葉芽の部位別化学成分

第３表新芽の経時的変化（機械摘み）
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Ｖ成果の評価と取扱上の留意点．

良質機械摘み玉露生産の基礎資料とする。

Ⅵ今後の研究上の問題点

１自然仕立ての原料と同じような原料を生産できるような管理法の確立

２木茎分離法の検討．．
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